























































































































































































1 1944 年 4 月 27 日 内親王さま御誕生 三笠宮家の御慶び
2 1944 年 5 月 3 日 「甯子」と御命名 三笠宮内親王殿下
3 1944 年 6 月 24 日 三笠宮甯子内親王殿下 きのふ三殿に初の御参拝
4 1965 年 7 月 28 日 三笠宮甯子さまご婚約 日赤社員、近衛忠煇氏と
5 1965 年 8 月 20 日 上野の山はエジプト色 甯子さま開場にハサミ
6 1965 年 8 月 31 日 「結納は 10-11 月」甯子さんのご結婚 三笠宮さまが語る
7 1966 年 2 月 22 日 来月 7日に納采の儀 三笠宮甯子さまと近衛忠煇氏
8 1966 年 3 月 7 日 めでたく納采の儀 甯子さま「お受けします」
9 1966 年 4 月 16 日 12 月 18 日ご結婚式内定三笠宮甯子さまと近衛忠煇氏
10 1966 年 10 月 28 日 三笠宮甯子さん退院
11 1966 年 11 月 25 日 1 日に「告期の儀」 三笠宮甯子さんご結婚
12 1966 年 12 月 1 日 甯子さん 告期の儀
13 1966 年 12 月 8 日 二千七百万円の一時金 三笠宮甯子さんに
14 1966 年 12 月 13 日 陛下からはなむけのことば 甯子さん「朝見の儀」
15 1966 年 12 月 19 日 三笠宮甯子さんが挙式あたたかい家庭を 仲むつまじく記者会見
16 1988 年 1 月 6 日 「あそび展」ご覧に
17 1988 年 10 月 5 日 天皇陛下、めいの甯子さんともお話
18 1997 年 4 月 4 日 選手村名誉村長に近衛甯子さん有力長野冬季五輪組織委が要請
19 2006 年 2 月 10 日 書の至宝展、三笠宮妃百合子さまら鑑賞
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甯子内親王自身が初めて報じられたのは、1944 年（昭和 19 年）4 月 27 日である。誕生
はこの前日の 26 日であるが、「午前十時五十八分御分娩」であったために朝刊には間に















































































































こうしてみると、1～3 の「内親王」型、4～9 の「さま」型、10～19 の「さん」型傾向
がはっきりと表れている。本文は、この分類が時期ごとに明確に推移しているが、見出









































9 ご結婚式 婚約される、ご結婚後、通学される 卒業

























































































































　平成に改元してまもなくの 1991 年（平成 3年）10 月 23 日、秋篠宮家の長女として
眞子内親王が誕生した。甯子内親王の誕生から約 47 年後経ち、新聞報道はどう変化し
ているか。眞子内親王誕生の翌日の新聞記事には、次のようにある。
【1991 年 10 月 23 日】秋篠宮家に女児誕生　身長 50 センチ、体重 3238 グラム
　秋篠宮妃紀子さま（25）は 23 日午後 11 時 41 分、皇居内の宮内庁病院で女児を
出産された。天皇ご夫妻にとっては初孫で、23 人目の皇族となる。女子皇族は昨








【1991 年 11 月 1 日】紀子さまと眞子さま、そろって元気に退院　秋篠宮さまが付
き添い


























【1992 年 8 月 8 日】秋篠宮家の「眞子ちゃん」、9 カ月です　軽井沢でお目見え
　秋篠宮家の長女「眞子ちゃん」が 7日、ご一家の静養先の長野県・軽井沢で、両








年 11 月 1 日は「さま」を使用した上で両親の呼称を引用した形で「ちゃん」を使用し
たのに比べ、当記事では括弧がつけられていない形で、より直接的な表現となっている。
　これ以来、朝日新聞では皇族に敬語を使用しなくなったが、「眞子ちゃん」呼称が定
着したとは言い難い。表 5では、1992 年 8 月 8 日以降の眞子内親王を報じた記事にお
いて、眞子内親王の呼称の種類をまとめる。
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【表 5】眞子内親王の呼称一覧（1992年 8月 8日～）
年月日 記事タイトル 呼称
1 1992 年 8 月 8 日 秋篠宮家の「眞子ちゃん」、9 カ月です軽井沢でお目見え 眞子ちゃん
2 1992 年 11 月 30 日 秋篠宮さま 27 歳に 眞子ちゃん
3 1993 年 11 月 30 日 秋篠宮さま、28 歳の誕生日 眞子ちゃん
4 1994 年 5 月 11 日 紀子さま懐妊を発表 眞子ちゃん
5 1994 年 12 月 29 日 秋篠宮妃紀子さまが出産のため入院 眞子ちゃん
6 1994 年 12 月 30 日 紀子さま、女の子出産母子ともに健康　秋篠宮家の第 2子 眞子ちゃん
7 1995 年 1 月 4 日 佳子ちゃん「佳い子に育って」と願い込め秋篠宮ご夫妻の次女命名 眞子ちゃん
8 1995 年 1 月 6 日 秋篠宮妃紀子さま、佳子ちゃんにっこり退院　宮内庁病院 眞子ちゃん
9 1995 年 11 月 30 日 秋篠宮殿下が 30 歳の誕生日迎え会見阪神大震災やサリン事件語る 眞子さま
10 1996 年 4 月 11 日 秋篠宮ご夫妻の長女、眞子ちゃんが学習院幼稚園に入園 眞子ちゃん
11 1997 年 8 月 26 日 天皇ご一家下田に秋篠宮さま・紀宮さまも　／静岡 眞子さま
12 1998 年 3 月 16 日 秋篠宮家の長女、眞子ちゃんが学習院幼稚園を卒園 眞子ちゃん
13 1998 年 4 月 10 日 秋篠宮家の長女眞子ちゃん、小学生に 眞子ちゃん
14 1998 年 8 月 27 日 天皇皇后両陛下が須崎御用邸でご静養31 日まで　／静岡 眞子さま
15 1998 年 11 月 30 日 秋篠宮さま、33 歳に 眞子さま
16 1999 年 4 月 12 日 佳子ちゃんが学習院幼稚園に入園 眞子ちゃん
17 1999 年 8 月 25 日 天皇皇后両陛下が須崎御用邸で静養下田　／静岡 眞子ちゃん
18 1999 年 8 月 27 日 皇太子ご夫妻と秋篠宮ご一家が御用邸に到着　下田　／静岡 眞子ちゃん
19 1999 年 8 月 30 日 皇太子ご夫妻、伊豆から帰京下田　／静岡 眞子ちゃん

























1966 年 4 月 16 日以前は敬意あり、10 月 28 日以降は敬意なしの語が使用されて















（ 1） 「内親王」呼称は生後まもなくのみであり、1992 年 8 月 8 日を境に幼少の皇族に
は「ちゃん」呼称を用いる方針へ転じた。しかしそれは定着せず、1999 年 12 月
14 日から現在に至るまで「さま」呼称が使用されている。
（ 2） 待遇表現は、「ちゃん」呼称が開始されてから現在に至るまで一貫して敬意を含
まない表現が使用されている。
今回の調査では、朝日新聞の一社に限定していたため、今後は多くの用例を集める必要
がある。他の新聞社の記事との比較を進めることで、通時的だけでなく、共時的な研究
へと発展させていきたい。
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